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別紙

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
副町長　　　　あいさつ

議案第４号

委員長　　　　本委員会に付託されました議案第４号平成23年度長久手町公共下水道事業特別会計予算を議題といたします。議案第４号について執行部の説明を求めます。
建設部次長　　議案第４号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第４号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
川本委員　　　予算書381ページ、処理場管理費の消耗品費だが具体的に何か。
下水道課工務係長　処理場の水質管理に伴うような薬品等と水質管理をするための器具を見込んでいます。主なものとして、消臭剤や次亜塩素酸ソーダ、脱臭材の活性炭です。
加藤委員　　　公共下水道だが耐震関係はどうか。

下水道課工務係長　管渠を設計する段階で耐震を見込んで強度計算をしているので問題ありません。

加藤委員　　　もう既に工事が済んでいる所と新たにやる所とでは差があるか。

下水道課工務係長　基本的には変わりません。最初の頃は耐震の計算を含まない時代もあったが、後計算して問題ありません。
吉田委員　　　予算書379ページ、受益者負担金一括納付報奨金だが、どこの地区からの可能性があるのか。

同専門員　　　前納報奨金だが、平成23年度から始まる受益者負担金を一括で支払う方のための報奨金です。今年度整備が終わった丁子田地区を含む方が対象になってきます。
建設部次長　　平成23年度は平成22年度に実施した丁子田エリアの方が対象になります。平成22年度に工事をやった所が平成23年度の主な前納報奨金の対象になります。
副委員長　　　主要・新規施策の概要の地図だが、長久手第９汚水幹線について第３中学校に接続するとのことである。また、もう１つ下に長久手第８汚水幹線があるが、それぞれの役割はどうか。

下水道課工務係長　長久手第９汚水幹線だが、平成23、24年度で幹線工事を予定しています。処理場までの高さの関係上、長久手第９汚水幹線の末端にマンホールポンプを設置して、圧送して返す形になります。先行してこの幹線工事をします。また、長久手第８汚水幹線だが、下山地区の新しい開発や矢野コンクリート跡地の新しい開発に伴い、中継ポンプ場の容量が苦しくなってきます。その回避のために、中継ポンプ場に集まってくる水を一部、図書館通りの下に入っている長久手第１汚水幹線に流し替えをするためのバイパス工事です。
副委員長　　　長久手南部浄化センター建設工事に伴い工事費が10億円ほど増えるが、それ以外の工事は管渠工事や舗装本復旧工事も少ししかない。一般競争入札だが、どのような格好で工事を予定しているのか。地元業者が競争に参加できるようなシステムを取ってほしいとの要望もある。

副町長　　　　どのような区分けでやっていくかは、これからやっていきます。ただ、町内業者の育成という観点から一般競争入札でやるものがあれば、総合評価方式も取り入れながらやっていかないといけないと思っています。町内業者の日頃からの町に対する貢献度も考慮した、値段が高くても貢献度が高ければ安いところを抑えて、点数的に取るという方式もあります。既に下水道課でも昨年度１件やっています。十分考慮しながら進めていきたいと考えています。
副委員長　　　平成22年度、丁子田地区の管渠付設工事をやったが、国からの補助金交付が遅くなって、工事着手が大きくずれた。その結果、狭い地域で校区を４つに分けた。国の公共事業に対する予算措置は大きく減ってきている。今回浄化センターの建設工事を予定しており、補助金が５億1,155万円になっている。補助金関係のお金は国から予定通り来るのか。
下水道課工務係長　今年度初めて、国庫補助金が要望額を下回りました。平成23年度以降は満額付くかどうかは県に確認しても明確な回答はありません。ここ数年は不安定な状況が続くと思います。

川本委員　　　長久手町の下水道整備はいつ頃終了するのか。
下水道課工務係長　平成37年くらいを目安に整備を行っています。

副委員長　　　平成37年までに第３中学校周辺、県道田籾名古屋線の北側を含めて下水道工事が入るのか。

下水道課工務係長　第３中学校周辺区域の整備は認可区域内の整備も含めて終わっていく予定です。

副委員長　　　使用料収入だが、順調に伸びている。使用料収入は長久手浄化センターの維持管理費にあてるとのことだが大幅の黒字である。長久手浄化センターの管理費に比べて、使用料収入が大きい。下水道料金が高いという声もあり、下水道料金を下げてもやっていけるのではないか。
副町長　　　　数字だけ見ればそうだが、起債があります。
副委員長　　　使用料収入は順調に伸びている。長久手町下水道特別会計には基金もある。起債をして工事はやり返済もする。それを考えたら使用料収入を全て借金に回してはいない。もう少し慎重に検討してもいいのではないか。
副町長　　　　財政課で計算してやっています。下水道料金を下げることは考えていません。

加藤委員　　　下水道普及率は82％だが、接続率はどうか。

下水道課工務係長　下水道管を整備していく率が82％です。下水道普及率は前年度末で82.5%で、その内の87.6％が接続されています。未接続が12.4％です。

加藤委員　　　地域でまとまって下水道接続していくが、その中で何件か未接続があるとそこだけ異臭がしたりする。下水道接続の啓発はどうなっているか。
建設部次長　　工事をやる時に、地域説明会をやっています。その時に接続してもらうようにＰＲをしています。工事が終わってからも引き続き指導はしています。
加藤委員　　　工事が終わって１年間様子を見て、未接続の部分はまた１年ということか。
下水道課工務係長　基本的に工事が終わって１年以内に接続してもらわないといけませんが、３年目前に手紙により接続依頼をしています。その後、まだ未接続の方には５年を経過した段階でシルバー人材センターに依頼して個別にあたっています。また、苦情等をいただいた場合、随時環境課と共に協力して指導に回っています。

加藤委員　　　そのような話はよくあるか。

建設部次長　　悪臭関係の苦情なので環境課に入ります。浄化槽の点検がされているかが一番大きな問題になってきます。その時に、下水道接続してなければ、下水道課も下水道接続の指導をしています。
副委員長　　　現在、熊田地域に名古屋市に下水処理をお願いしている地域があり、日進市にお願いしている地域もある。長久手南部浄化センターができても、引き続き名古屋市や日進市にお願いするのか。また、料金はどうか。
建設部次長　　長久手南部浄化センターができたからといって付け替え工事をやることは考えていません。
下水道課工務係長　費用は長久手町で処理すべき水ということで、長久手町の料金でもらっています。また、実質かかる費用は名古屋市の料金で支払っています。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　ないようですので、採決を行います。議案第４号平成23年度長久手

町公共下水道事業特別会計予算について原案に賛成の委員の挙手を求
めます。

挙手全員であります。よって議案第４号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第５号

委員長　　　　次に議案第５号平成23年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計予算を議題といたします。議案第５号について執行部の説明を求めます。

建設部次長　　議案第５号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第５号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
田崎委員　　　熊張苑と前熊苑はいつまで使えるのか。
下水道課工務係長　両施設共まだ20～30年使えます。

副町長　　　　熊張苑は北浦小深地区を新規にやっています。それを入れると許容範囲はすべてです。

下水道課工務係長　前熊苑も現地区の計画で整備しています。多少余裕はあります。件数までは出ていません。

副委員長　　　農村集落家庭排水と公共下水は昔は補助金等の関係で全く別だった。しかし、国の方針で将来、農村集落家庭排水と公共下水を統合してもいいという話が出ている。処理能力をオーバーする分は、万博時の幹線が残っているので繋ぐことができる。その幹線を使って公共下水に繋ぐ計画なのか。

副町長　　　　農村集落家庭排水はその事業としてそれぞれやっているが、容量は一杯になってきています。三ケ峯等で開発があるので、万博時の本管を生かした形で、公共下水で受けていく計画はしています。
副委員長　　　予算書405ページ、使用料システム変更委託、受益者負担金歳入システム改修委託が新たに上がっているが、どのようなものか。
建設部次長　　市制移行に伴うシステム変更です。
加藤委員　　　主要・新規施策の概要46ページだが、農村集落家庭排水施設特別会計の事業名で家庭排水使用料徴収業務と農業集落排水建設事業とあるが、「家庭排水」と「農業集落排水」との違いは何か。
下水道課工務係長　整備をする段階で、補助金のメニュー内容がそうなっているので名前が異なっているが、内容は同じです。
加藤委員　　　北浦小深地区の工事をやれば、この地域は完了するのか。
下水道課工務係長　熊張地区は、北浦小深地区が終わると完了します。

委員長　　　　町民にどこの地区に浄化槽の補助金が出るか明示して知らせているのか。

副町長　　　　所管が環境課になります。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　ないようですので、採決を行います。議案第５号平成23年度長久手

町農村集落家庭排水施設特別会計予算について原案に賛成の委員の挙
手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第５号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第11号

委員長　　　　次に議案第11号平成22年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。議案第11号について執行部の説明を求めます。

建設部次長　　議案第11号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第11号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　予算書12、13ページだが、交付金関係は減額決定されたので減った。予算書13ページ、公共下水道築造工事、浄化センター建設工事委託、共に減額しているが、工事そのものをやらなかったのか。または、工事はやったが、交付金は当てにせずに町費でやったのか。
建設部次長　　公共下水道築造工事だが、工事による請負差金です。また、浄化センター建設工事委託だが、当初予定した国庫補助金が予定通り来なかったので減額しました。

副委員長　　　浄化センターの建設工事そのものはやったのか。

下水道課工務係長　双方とも今年度やる予定区域はクリアーしています。その中で請負差金で減額しました。
副委員長　　　請負差金が出たので補助金が減らされたのか。

建設部次長　　国庫補助金の予定していた額が、かなり減額されて交付決定されました。その補助金に合わせて、工事を行いました。

副委員長　　　縮小された分が来年度の工事に入るのか。
建設部次長　　処理場建設工事は来年度も補助金を要望しています。補助金をもらってやっていきたいと考えています。

委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　ないようですので、採決を行います。議案第11号平成22年度長久手

町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について原案に賛成の委
員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第11号については原案のとおり可決することに決しました。

午前１０時５１分休憩

　　　　　　　

午前１０時５８分再開

議案第20号

委員長　　　　次に議案第20号長久手町土砂等の採取及び埋立て等に関する条例の制定についてを議題といたします。議案第20号について執行部の説明を求めます。

産業緑地課長　議案第20号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第20号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
川本委員　　　条例を制定することにより今までと違う点は何か。
産業緑地課長　要綱と違う点は対象とする開発行為がより明示化して、宅地の造成、駐車場、資材置場の設置、木築の伐採、土砂等の採取、埋立て等、農地の改良その他の土地の形質の変動を言葉を入れて明示しました。また、適用事業が、今までの要綱は1,000㎡以上だったが、新たに1,000㎥以上の埋立てを追加しました。また、事業協定の基準、施工の基準、土壌調査及び水質検査、代執行、罰則等も新たに盛り込みました。
川本委員　　　今までこのような条例がなく、規制がゆるかったので、開発行為も問題があったのではないか。そのような問題が出てきたので、今、この条例を制定するということなのか。
産業緑地課長　今までは要綱で規制をしていました。近隣市町村を見ても、条例化や条例の中に土壌検査や水質検査を盛り込んで規制していることを鑑み、長久手町も規制を厳しくして条例化に向けて対応したいと考えています。

副委員長　　　第３条（適用事業）に「開発行為区域の面積が1,000㎡以上又は1,000㎥以上」とあるが、1,000㎡とはどのような根拠か。
産業緑地課長　土地改良を中心とした田が、長久手町の場合１反単位です。また、今までの指導要綱が1,000㎡でやっています。また、宅造法、砂防法の許可申請が盛土１ｍを対象にしているので、1,000㎡に対して１ｍ積み上げれば1,000㎥になります。
副委員長　　第４条（町の責務）に「町は、土地利用計画に基づいて、計画的な土地利用の推進を図るとともに、開発行為が適正に行われるよう監視に努めるものとする。」とある。具体的に監視はどのようにやるのか。また、規則関係はどうするのか。
産業緑地課長　規則は条例に合わせて制定します。また、監視だが、事前協議がなされていない以前のものも、協定を結んだ後のものも監視という形で広範囲で町職員が現場に出向く等の体制を整えています。

副委員長　　　熊張福井の農道だが、そこに後藤鉄筋という会社があり、そばに土取り置場がある。その横にコンクリートの廃材と木材が積み上げられている。そのようなものは規制されるのか。
同課長補佐兼産業振興係長　面積だけではなく体積も1,000㎥という基準があるので、そちらで規制はできます。
副委員長　　　第７条第３項（説明会の開催）に「隣接地権者等及び周辺住民は、誠実な態度でこの説明を受けるよう努めなければならない。」とある。説明を受ける方も誠実な態度でということはどういうことか。また、第８条第２項に「埋蔵文化財を発見したときは、直ちに開発行為を中止し、」とある。監視の目がないとうやむやになってしまうがどうか。また、第10条第１項（防災対策）に「事業者は、地形、地質、周辺の状況等の調査を十分に行い、安全を確保しなければならない。」とある。雨によって土砂流出が起きた場合の具体的な規制はないのか。
産業緑地課長　第７条の説明会だが、事業者は誠意を持って対応するのは当然だが、近隣住民もきちんとした態度で臨んでくださいと入れました。感情的になり説明会が流れてしまうのを防ぎ、きちんとした態度で住民も説明を聞いてくださいという願いを込めました。また、他市町も条例で住民のことが書いてあります。また、文化財や防災関係だが、監視が重要になってきます。条例には立ち入りができることも入っており、産業緑地課の職員が日々現場に出向き、対応していきたいと考えています。
副委員長　　　第12条（完了後の植樹計画及び作付計画書）に「事業者等は、開発行為の完了後早期にみどりの回復に努めるよう定めた植樹計画又は作付計画書を次条に規定する事前協議書に添付して町長に提出しなければならない。」とある。植樹計画は樹木選定の指導要綱等も付けるのか。
産業緑地課長　規則で完了後の植栽計画及び作付計画という位置づけがあり、完了後の植栽については具体的にマツ類等の文言を並べて規則にあったような復元計画をとらせます。

副委員長　　　第15条（事業協定の基準）に「町長は、第13条第１項に規定する事前協議書の内容が、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条第１項に規定する事業協定協定の締結をしないものとする。」「１　埋立て等に用いる土砂等の性質及び有害物質（土壌に含まれることに起因して人の健康に係る被害を生ずるおそれがあるものとして規則で定めるものをいう。）による汚染の状態が、規則で定める基準に適合していないとき。」とある。別途法律でもあるので、それに準じて町としての規則を作るのか。
産業緑地課長　環境の関連法令の取り組みを規則の別表に明示してあります。そこで規制していきます。
副委員長　　　第16条（開発行為の変更）で「事業者は、事業協定の締結後、当該開発行為が完了するまでの間に、開発行為の計画を変更するときは、規則で定めるところにより、当該変更に係る協議書を町長に提出し、協議しなければならない。」とある。協議をすることについて、業者の勝手をさせないという姿勢はあるのか。

産業緑地課長　第16条に６項うたっており、その中で変更にかかる工事を中止して対応していくことが書いてあります。また、行政が絶えず現場を注視していくことも必要になってきます。
副委員長　　　第26条第２項（土壌の調査及び水質検査）に「協定を締結した事業者は、開発行為に着手した日から開発行為を完了し、又は廃止する日までの間、着手した日から１月ごとの各機関（当該期間内に開発行為を完了し、廃止、又は休止したときは、当該期間の初日から開発行為を完了し、廃止し、又は休止した日までの期間）に、規則で定めるところにより、当該事業協定に係る開発行為区域内で発生し、開発行為区域外に排出される水の水質検査を行い、その結果を町長に報告しなければならない。」とある。この水質検査は排出検査なので放流後の水質も規則に明示があるのか。また、どういう検査機関で検査をしなさいという指定はあるのか。
産業緑地課長　水質検査は水質汚濁に関する中で、環境基準が昭和46年の環境庁にあります。内容や水質検査の方法は排水基準を定める省令の基準に基づく環境大臣が定める排水基準にかかる検定方法を捉えてやっていきます。
副委員長　　　検査機関の指定は法律にあるのか。
産業緑地課長　水質検査は専門機関で対応します。

田崎委員　　　第７条（説明会の開催）だが、第１項で第１回目の説明会は必ずやることになっている。第２項では第２回目の説明会をしてもらいたかったら住民が署名を集めるようにといっている。しかし、周辺300ｍの世帯主の３分２以上ではハードルが高すぎないか。１回目の説明会は業者が日時を決めるが、地域事情が合わなくて参加できなかったケースがある。この条例で住民が納得してもらうようにしてもらいたい。

同課長補佐兼産業振興係長　第７条では開発前に説明会をやってくださいと言っています。また、第２項では開発行為後でも説明会を開催できるということで、開発が始まるとなかなか説明会をやらないということもあるので、開発後もきちんと対応するようにということで設けています。なお、開発前に説明会を１回やればいいということではありません。また、第５項で説明会報告書を公開することにもなっており、一般の方にも知らせていきます。
田崎委員　　　始まる前であれば、複数回説明会を求めることができるのか。また、第７条第２項の署名の申し出を数える主体は役場になるのか。
同課長補佐兼産業振興係長　理解してもらうために複数回やってもらうことが必要です。また、３分の２以上の署名だが、私どもが申し出を聞いて開催します。

副委員長　　　第５条第６項（事業者の責務）に「埋立て等に使用する土砂等については、常時汚染の状態を確認し、土壌の汚染が発生することのない土砂等を搬入しなければならない。」とある。どのような格好で誰が確認をするのか。
産業緑地課長　土を持ってくる元の土砂について確認します。確認方法は町がその土壌について確認します。
同課長補佐兼産業振興係長　協定をする時に、汚染がされていないことを証明したものを添付することになっています。
副委員長　　　規則は既にあるのか。
産業緑地課長　条例に合わせて平成23年４月１日に制定するよう準備をしています。

委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　ないようですので、採決を行います。議案第20号長久手町土砂等の

採取及び埋立て等に関する条例の制定について原案に賛成の委員の挙

手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第20号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第21号

委員長　　　　次に議案第21号長久手町みどりの条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第21号について執行部の説明を求めます。

産業緑地課長　議案第21号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第21号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　開発に伴い緑がどんどん無くなっている。長久手町みどりの基本計画があるが、この中に区画整理に基づいて開発された住宅地は公園や緑道で緑が増えるし、住宅の中にも緑が増えるということが書いてある。しかし実際は違う。今回の条例改正で、住宅地の中の緑をどう確保していくのか、そういったことも合わせて検討する必要があったのではないか。
産業緑地課長　みどりの条例は、緑の保全育成をはかることを目的としています。そこの中の一部、埋立てだけを新しく別に条例を定め、わかりやすい形で規定していきます。ただ当然、みどりの条例が前段にあり、そのみどりの条例を踏まえて、みどりの基本計画の中で、市街化区域の緑のあり方をどうしていくかを捉えています。それに合わせる形で、今回の条例第９条の事前協議を行っていきます。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　ないようですので、採決を行います。議案第21号長久手町みどりの

条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求めま

す。

挙手全員であります。よって議案第21号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第22号

委員長　　　　次に議案第22号長久手町美しいまちづくり条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第22号について執行部の説明を求めます。

計画課長　　　議案第22号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第22号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　第６条の２では事前協議を町長と行わなければならないとある。これまでの開発は業者が来て物色し、具体的に決めて県に開発申請を出し手続きをする。今回はそういった手続き前に町長と協議をするということであるのか。また、ゲームセンターがグリーンロードにできたが、付近の人は知っているが、周りの人には広がらず、具体的には決まった後の説明会で初めて知るということがあった。第６条の２（事前協議）は住民に早く情報がいくことになるのか。
計画課長　　　事前協議を今回設けた目的として、開発協議に入ってしまうとそれより先に地域住民に説明する必要があるという部分もあり、今回、5,000㎡以上の大規模開発事業等について、まちづくり条例の開発協議を行う前に地元周知等の行政指導ができるようにするという目的です。
副委員長　　　市街化区域だけでなく、調整区域も含むのか。
計画課長　　　全域です。

副委員長　　　協議の中に住民要望をできるだけ取り入れ、社会資本の整備まで業者に負担をさせるといった協議も必要であるがどうか。
計画課長　　　今回は、土地利用の調整を行います。工事中の安全対策や周辺の土地利用等も整合性を図るために事前協議を行うことを目的にしています。そのために土地利用対策会議の事前協議申請を出してもらうことで、そこで議論調整されます。
副町長　　　　費用の負担だが昔やっていた開発負担金のようなものと勘違いされていますが、それはできません。あくまで、土地利用の観点から調整をやっていきます。
副委員長　　　事前協議の内容がどのような時点で住民に公表されるのか。
計画課長　　　土地利用の事前協議を行う前に、地元周知を行うという部分については、まちづくり条例の規則で、さらに規則改正を行い、追記をしたいと考えています。まちづくり条例の規則の中に申請を行う10日前に建築の概要計画を示す標識を立てなさいということが規定されています。
加藤委員　　　今回の条例改正で、事前協議は町と業者が行うのか。

計画課長　　　事前協議は事業者から町に対して申請書を出してもらい、協議します。
加藤委員　　　その前に、地域の住民と説明会もやるのか。
計画課長　　　まちづくり条例の開発協議については、乗り入れの位置や緑地や細かい部分になります。それより前に、土地利用の観点から事前協議を行います。事前協議が出された時点で、地域住民に説明会等を開催するような指導を行います。

加藤委員　　　10日前に掲示看板を立てるということは、事前協議でのことか。

計画課長　　　事前協議を提出する10日前に看板を敷地に立てなさいということです。

委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　 ないようですので、採決を行います。議案第22号長久手町美しいまち

づくり条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求

めます。

挙手全員であります。よって議案第22号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第26号

委員長　　　　次に議案第26号町道路線の認定についてを議題といたします。議案第26号について執行部の説明を求めます。

土木課長　　　議案第26号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第26号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　道路の構造の検査はどれくらいの間隔でやるのか。また、検査結果はどうだったか。
土木課長　　　区画整理組合の道路は事業計画で舗装構成やCBR試験に基づいた結果、このような舗装構成になっています。また、開発道路も計画をする前に町土木課と協議します。幅員がこのくらいだとCBRがいくつで舗装構成がどれくらいというのがあります。業者が路盤や路床を作る段階で町に報告があり、路床のフルプローリング検査をやるから立ち会ってほしい等の報告があり、土木課職員が立ち会って結果を見て舗装構成を確認しています。
副委員長　　　西島３号線だが、進入口が１箇所しかない。閉鎖的な所については北側にもう１箇所出口を造る等はしないのか。
土木課長　　　西島３号線は、道路認定はされていないが北西に緑道があります。車の通り抜けはできないが、人は通り抜けできます。
副委員長　　　街路樹を植えることはないのか。
土木課長　　　６ｍ道路での植栽は難しいです。ただ、開発に伴い緑地の確保はされています。
田崎委員　　　南部区画整理組合の中だが、しばしば車で事故が起きている所に、道路にカタカナでトマレと書いてあった。これを町道に認定したときの取扱はどうするのか。

土木課長　　　カタカナトマレは、道路交通法上の規制にはなりません。現在、警察や区画整理組合と合わせて協議中です。

田崎委員　　　町道になったから消すということではないのか。
土木課長　　　法的にはカタカナのトマレはないので、規制にはなりません。町としては好ましくないと思っています。警察や区画整理組合との協議の中で最終的には決めていきます。

田崎委員　　　区画整理組合が、苦肉の策でやっている。町道認定したから消すのであれば、認定しない方がいいということにもなりかねないがどうか。
土木課長　　　そういうことも含めて警察に正式な止まれになるように書いてほしいとお願いしています。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　 ないようですので、採決を行います。議案第26号町道路線の認定につ

いて原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第26号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　（執行部退席）

委員長　　　　請願者がいらっしゃっているので、先に請願第４号を行います。
請願第４号

委員長　　　　次に請願第４号「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書」に関する請願書を議題といたします。

請願第４号について、紹介議員の説明を求めます。

副委員長　　　請願第４号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより請願第４号に対する質疑等を行います。

質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
　　　　　　　ありませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続
　　　　　　いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。
　　　　　　ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

田崎委員　　　今回の請願に関しては、課題があるかもしれません。例えば、無料配

　　　　　　布に関することの禁止を性急にということに関しては、色々な業界があ

　　　　　　ることはよく言われています。しかし、全体的にみてこのようなことを
　　　　　　国に問題提起していくことは非常に意義があります。私も賛成します。
　     　　 　他にありませんか。ないようですので採決を行います。請願第４号「容
　　　　　　器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律
　　　　　　の制定を求める意見書」に関する請願書について原案のとおり賛成する
　　　　　　ことに賛成の委員の挙手を求めます。

　挙手全員であります。よって請願第４号については採択とすることに決しました。
請願第１号

副委員長　　　次に請願第１号環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する請願書を議題といたします。

請願第１号について、紹介議員の説明を求めます。

委員長　　　　請願第１号について説明。

副委員長　　　説明は終わりました。これより請願第１号に対する質疑等を行います。

質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

田崎委員　　　請願の理由の中の４段目に「私たち農業者・JAは、」とある。下から

　　　　　　２行目も「以上が私たち農業者の総意であり、」とあるが、「以上が私た
　　　　　　ち農業者・JAの総意であり、」ではないか。

委員長　　　　文章の趣旨について不明なので答えられませんが、農業者の総意とい

　　　　　　うことをJAが代弁しており、JAは農業者の代表という考えに立って

　　　　　　「農業者の総意」と表現したのではないかと思います。
田崎委員　　　下から２行目だが、「農業者の総意」ではなくて、「農協の総意」では

　　　　　　ないのか。
委員長　　　　請願の内容に関して表現のとおりです。農業者だけではなく、農業に
　　　　　　関連する産業そのものが弱体化していってしまいます。安い農産物が入
　　　　　　ってきて、農産物の原料価格が下がることによって職場の環境そのもの
　　　　　　の労働雇用環境も賃金の切り下げ等の事態が発生します。デフレスパイ
　　　　　　ラルという形に陥る危険性が高いことも考えていかなければいけませ
　　　　　　ん。

田崎委員　　　「農業者の総意」がそうなのかがポイントである。農業者の中でも

　　　　　　TPPを締結することによって良くなる方もいる。「・JA」の脱字で、「農

　　　　　　業者・JAの総意」でないか確認したいがどうか。

委員長　　　　文章から読み取ることはできません。
副委員長　　　 他にありませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたしま

す。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませ

んか。ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。
　田崎委員　　　今回の請願に関して、請願の理由の部分で「農業者の総意」なのか「・

　　　　　　　JA」が脱字なのかの指摘も含めて、また、「国民合意が取れるまで」と

　　　　　　　いうところに疑義があるが、じっくり検討してもらうということであれ
　　　　　　　ば請願に賛成ができるので、賛成とします。
　     　　 　他にありませんか。ないようですので採決を行います。請願第１号環
　　　　　　太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する請願書について
　　　　　　原案のとおり賛成することに賛成の委員の挙手を求めます。

　挙手全員であります。よって請願第１号については採択することに決しました。
陳情第１号

副委員長　　　委員長はこの陳情書の陳情者の長久手町商工会の理事であり、吉田委員は監事であるので除斥します。

　　　　　　（委員長、吉田委員退席）
副委員長　　　続きまして、陳情第１号商工会を中心とした地域商工業振興に対する支援体制の拡充を求める陳情書についてを議題とします。陳情書の取り扱いについてはお手元に配布しました請願・陳情の取り扱いについての２陳情書の処理の（５）のア、イ、ウ、エのいずれかに決定しなければいけません。意見のある委員は挙手を願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それではアの「本町の当該関係機関に善処方を求める。」でいいとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うの方の挙手を願います。

　　　　　　　（挙手全員）

副委員長　　　挙手全員ですので、アの「本町の当該関係機関に善処方を求める。」に決しました。

　　　　　　　（委員長、吉田委員着席）
委員長　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で建設環境委員会を閉会します。

午後０時３２分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２３年３月１１日

建設環境委員会委員長　浅井たつお
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